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INFORMATIONーお知らせ5検索３号特例追納

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
類

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
公
的
年
金

制
度（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
）へ
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
高
齢
に

な
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
公
的
年
金
制
度
の
加
入
者

は
、
自
営
業
者
・
農
業
者
・
学
生
な

ど
の
第
１
号
被
保
険
者
、
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
の
第
２
号
被
保
険
者
、

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

（
い
わ
ゆ
る「
専
業
主
婦（
ま
た
は
専

業
主
夫
）」）で
あ
る
第
３
号
被
保
険

者
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
３
号
被
保
険
者
は
、

被
保
険
者
本
人
に
よ
る
保
険
料
の
負

担
が
あ
り
ま
せ
ん（
配
偶
者
の
加
入

す
る
年
金
制
度
が
負
担
）。

第
３
号
被
保
険
者
の 

不
整
合
記
録
問
題

こ
の
よ
う
に
第
３
号
被
保
険
者

は
、
自
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者（
第
２

号
被
保
険
者
）が
会
社
を
退
職
し
て

自
営
業（
第
１
号
被
保
険
者
）に
な
っ

た
と
き
や
、自
身
の
収
入
が
増
加（
年

間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
）し

た
と
き
な
ど
、
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
自
身
も
第

１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続

き
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

専業主婦・主夫の皆さまへ
国民年金の特例追納　　制度は今年3月まで！

図表1　不整合期間が生じるケース図表2　特定期間の手続きの効果

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
に
こ
の
必

要
な
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め

に
、
実
態
は
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
記
録
が

第
３
号
被
保
険
者
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
方
が
多
数
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

こ
の
実
態
と
異
な
る
記
録（
不
整

合
記
録
と
い
い
ま
す
）に
つ
い
て
は
、

正
し
い
記
録（
第
１
号
被
保
険
者
）へ

の
訂
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
記
録

の
訂
正
が
遅
く
な
る
と
、
時
効
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
保
険
料

が
未
納
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
将
来
の
年
金
が
減
額
と
な
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す（
図
表
１
）。

不
整
合
記
録
の
解
消
に
は 

手
続
き
が
必
要

現
在
、
不
整
合
記
録
と
な
っ
て
い

る
方
や
、
過
去
に
不
整
合
記
録
を
訂

正
し
た
も
の
の
保
険
料
が
未
納
の
状

態
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
特
定
期
間

（
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が

受
給
資
格
期
間
と
し
て
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
期
間（
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期

間
」））に
す
る
こ
と
で
、
将
来
、
無

年
金
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

特
例
追
納
制
度
は 

来
年
３
月
末
ま
で

年
金
額
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
８

年
３
月
ま
で
は
、
従
前
額
が
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
は
本
来

の
納
付
記
録
に
基
づ
く
年
金
額
に
減

額
さ
れ
ま
す（
従
前
額
の
９
割
を
保

障
）。ま

た
、２
０
１
８
年
３
月
末
ま
で
、

過
去
10
年
間（
60
歳
以
上
の
人
は
50

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
10
年
間
）の
保

険
料
を
納
め
る（
特
例
追
納
と
い
い

ま
す
）こ
と
が
で
き
、
年
金
額
の
減

少
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図

表
２
）。

「
特
定
期
間
」や「
特
例
追
納
」の
手

続
き
の
詳
し
い
内
容
は
、
ね
ん
き
ん

加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
０
５
７
０
︱
０
０

３
︱
０
０
４
）、
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

例)サラリーマンの夫が退職し、厚生年金加入者(第2号被保険者)でなくなった以降も妻が第3
号被保険者のまま切り替えが2年以上漏れていたケース(妻：60歳未満の場合)

時間の流れ
退職
▼

夫 サラリーマン(第2号被保険者) 自営業者(第1号被保険者)

切り替え漏れ期間

妻（訂正前） 専業主婦(第3号被保険者) 専業主婦(第3号被保険者)

記録訂正

妻(訂正後) 専業主婦(第3号被保険者) 自営業者(第1号被保険者)

届出を行うと……

10年以上前 2年以上10年前まで 2年前まで

「受給資格期間」に算入できます。
　「受給資格期間」に算入でき、　
　2018年3月末まで保険料の
　納付が可能です。

　保険料を納付
　する必要があ
　ります。

➡ ➡ ➡
年金の受給権確保に
つながる可能性 年金額の増額につながる可能性 　年金額に反映

【本来の姿】 転職
▼

夫 サラリーマン(第2号被保険者) 自営業者(第1号被保険者)

種別変更の届出←届出義務がある
▼

妻 専業主婦(第3号被保険者) 自営業者(第1号被保険者)

【問題の事例】 届出なし
▼

妻 専業主婦(第3号被保険者)

【本来の姿】

夫 サラリーマン(第2号被保険者)

種別変更の届出←届出義務がある
▼

妻 専業主婦(第3号被保険者) パートで働き基準額以上の収入
(第1号被保険者)

※基準額:130万円

【問題の事例】 届出なし
▼

妻 専業主婦(第3号被保険者)

ケース1
夫が転職して第1号となったにもかかわらず、妻の第1号の種別変更が行われていない。

ケース2
妻の収入が増えて扶養から外れているにもかかわらず、第1号の種別変更が行われていない。
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